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１．はじめに 

公民館は、社会教育法第２０条で「市町村その他一定区域内の住民のために、実生活に即

する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、

情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。」と定

められた公共の教育機関です。 

この法律に基づき、上溝公民館は、昭和２４年１０月１２日に、相模原初の町立公民館と

して設置され、昭和４４年４月２６日には、相模原市第１号の独立した建物を持つ公民館と

なり、人々が語りあうコミュニティづくりや学習・文化・スポーツの拠点として多くの地域

の方々に支えられ、令和６年１０月には創立７５周年を迎えることができました。 

本計画は、平成１７年３月に地域の特色を生かした生涯学習活動を地域住民が主体となっ

て進めていくための指針として、上溝公民館が策定したものです。策定後は、３年ごとに活

動計画、１０年ごとに重点目標及び活動計画を見直し改定してきました。 

今回は、前回の改定から１０年が経過したことにより、重点目標及び活動計画の見直しの

ための検討委員会を設置し検討を行ないました。 
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２．計画の基本的な考え方 

（ 1） 基本 理 念と は  

  将 来の 展 望に 立ち 、目指 す 公民 館の 全 体像（ 公民 館活 動

の将 来 的な ビ ジョ ン）を 明ら か にし 、地域 の 皆さ ん が公

民 館 活 動 に 参 画 し 、 推 進 し て い く 際 の 基 本 的 な 指 針

とな る もの 。  

（2） 重点 目 標と は  

  基 本 理 念 に 向 か っ て 作 成 す る 今 後 ５ 年 か ら １ ０ 年 間 の 公 民 館 活 動 の 活 動

指針 で、身 近な 公 民館 活 動の 特 色と して 焦 点を 定 め、中長 期 的な 視 点か ら必

要と さ れる も のを 目標 化 した も の。  

（3） 活動 計 画と は  

  重 点目 標 に基 づい て 、３ 年程 度 の間 に 取り 組 む事 業計 画 の考 え 方や 方向 性

など を 活動 計 画と して 具 体化 し たも の。  

 

３．現状と課題 

ア 地域人口の変化 

 ６５歳以上の高齢者の割合が、人口の 21％を超えた社会が超高齢社会とされますが、

上溝地域では第２次公民館振興計画作成時点で、21.8％（７，３４８人）となっており、

令和６年４月時点ではさらに５ポイント上昇し 26.8％（８，９８９人）となっています。 

次回の第 4 次計画策定時期の令和 16 年の人口推計では、32.6％（推計１０，２８９

人）とさらに 5 ポイント程度の上昇が見込まれており、少子高齢化は今後も進展していく

見込みとなっています。また、全体的に人口減少に反して世帯数は増加しており、核家族

や単身世帯の増加が推測されます。 
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 公民館活動においても各種事業に参加いただいている方は、主に高齢者に移行しており

青少年や生産人口期に属する年代の参加者が少なくなっている状況があり担い手を公民

館事業や地域（自治会、学校など）との連携した取り組みの中で育成していくことが大き

な課題になっています。 

第２次振興計画策定時の上溝地域の人口構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次振興計画策定時の上溝地域の人口構成 
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年齢別構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和１６年時の人口推計 
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イ 公民館を取り巻く社会変化 

 令和２年（２０２０年）以降の新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、対面活動

を主として来た公民館は大きな影響を受け、諸活動の減少・縮小により、一定期間の活動

停止を余儀なくされました。感染拡大への危惧から活動しづらいこともあり、団体参加者

が減少したため、活動自体が困難となる等の利用登録団体減少の原因の一つとなっていま

す。 

また、スマートフォンの急速な普及や社会全体のＤＸ化もあり、公民館では、ホームペ

ージによる情報発信のみならず、ＳＮＳを通じた情報発信についても取り組んできました。

今後は情報発信のあり方も含めた、より効果的な手法について研究する必要があります。 

 

ウ 見直しの方法 

前回の第２次計画から１０年が経過したことから、重点項目及び活動計画の見直しを行

いました。 

〇技術的見直し 

 ・抽象的な表現や具体的な内容が伴わない修飾語等の使用を見直し、判りやすく伝わ

りやすい表現とした。 

 ・語彙の繰り返しや社会通念上一般的でない語彙について、表現を変えるなどの整理

を行った。 

 ・表現の修正（例：目指します←めざします） 

〇新たな課題に対する方針の追加 

 ・少子高齢化等に対応するため、「学級」及び青少年活動について追記しました。 

〇推進体制について修正 

 ・スポーツ推進委委員等の説明を追記しました。 

 ・公民館の体制について、わかりやすいよう組織図を作成しました。 
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４．基本理念（長期ビジョン） 

   

 

 

 

 

５．重点目標（基本理念に向けての１０年間の行動指針） 

  

地域 の 出会 いと ふ れあ い の場 と して 、気 軽 に利 用 でき 、仲 間 づく り がで

きる 公 民館 を 目指 しま す 。  

  

地域 の 生き が いを 創造 す る場 と して 、学 習 の機 会 を設 け、世 代を 超 え た

学び あ いが で きる 公民 館 を目 指 しま す。  

③ 集 団活 動 と連 帯の 場  

   地域 の 自主 的集 団 活動 や、連 帯を 広 げる 場 とし て、地域 づ くり の 拠点 と

なる 公 民館 を 目指 しま す 。  

  ④  協 働 と飛 躍の 場  

   地域 と とも に活 動 し、公民 館 運営 や 事業 に 地域 の声 を 反映 さ せ、地域 の

特色 を 生か し た公 民館 を 目指 し ます 。  

① 出会いとふれあい、仲間づくりの場 

② 生 きが い 創造 と学 習 の場  

○ 上 溝の 郷 土文 化創 造 の拠 点 を目 指し ま す  

○ 地 域課 題 や生 活課 題 を解 決 して いく 力 －自 治 能力 －の 醸 成に 努 めま す  

○ 住 民の 手 によ る住 民 主体 の 公民 館活 動 を目 指 しま す  
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６．活動計画（重点目標に基づいての３年間の取組み）  

〇  学 習・ 文 化活 動  

   ・幅 広 く地 域 の声 を 聞き 、時代 にあ っ た内 容 や、地域 や 生活 に 密着 した 内

容の 学 習・ 文 化活 動を 進 めま す 。  

   ・学習 を 始め たい 人 への 援 助を 積極 的 に行 い 、自 主学 習 グル ー プの 育成 を

図り ま す。  

・地域 の 人々 が 共 に生 き がい を 持ち 、積 極的 に 地域 活 動に 参 加で き る仲 間

づく り を推 進 しま す。  

・子育 て 中で も 、公民 館 活動 に 積極 的に 参 加で き るよ う 、公 民 館で の 保 育

体制 を 充実 す る等 の子 育 て支 援 に努 めま す 。  

   ・「自 然 との ふれ あ い 」と「 健 康の 維 持増 進 」を 目的 に 生活 に 役立 つ事 業

を推 進 しま す 。  

〇 高 齢者 （ なご み） 、 成人 、 女性 学級 等  

 ・委 託学 級（高 齢、成 人、女 性）や実 行 委員 会 形式 の事 業 を担 う 新た な 人

材の 確 保に 努 めま す。  

〇 青 少年 活 動  

   ・青 少 年が 、 自ら 参 加で き る事 業を 進 めま す 。  

   ・青少 年 が、様々 な 体験 を 通じ 、経験 を 積み 重 ね るこ と で 、豊 か な 人間 性

を育 む ため の 事業 を進 め ます 。  

・青 少 年が 気 軽に 集え る 公民 館 を目 指し ま す。  

・公民 館 利用 サ ー クル な どと の 連携・協力 を 得て 、特 定 のジ ャ ンル に とら

われ な い青 少 年事 業を 進 めま す 。  

・地 域 内の 学 校や 団体 と 連携 し 、事 業内 容 の充 実 に努 めま す 。  

〇 ス ポー ツ ・レ クリ エ ーシ ョ ン活 動  

・誰 も が進 ん で参 加で き るス ポ ーツ・レク リ エー シ ョン の機 会 を提 供 する

こと で 、参 加 した 人々 の 交流 を 深め 、地 域 の活 性 化を 図り ま す。  
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・多種 多 様な ス ポ ーツ・レ ク リエ ー ショ ン を通 じ て、健康 の 維持・増 進 を

図り ま す。  

・ 自 治 会 や 地 域 団 体 等 と 連 携 し て 、 ス ポ ー ツ ･レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 を 広

げま す 。  

・地 域 内の 各 種ス ポー ツ、レ クリ エ ーシ ョ ン団 体 との 連携 を 深め 、自 主 的

な活 動 がで き るよ う協 力 しま す 。  

〇 広 報活 動  

・館報 は、公 民館 活動 の 理解 を 得る ため に、読 みや す く、楽し い 紙面 づ く

りを 心 掛け ま す。  

・主催 事 業を 含 め 、地 域の 行 事や 自 然、歴史、人 物な ど 身近 な 話題 を 発掘

し提 供 しま す 。  

・ホー ム ペー ジ や ＳＮ Ｓ は、上溝 公 民館 の 情報 に 限ら ず「 上溝」の 情報 発

信の 基 地と な るよ う運 用 を進 め ます 。  

・幅 広 い地 域 情報 の発 掘 のた め 、館 報 編集 部 の他 に 運営 協議 会 や専 門 部と

連携 し ます 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上溝公民館の移り変わり 

公民館として利用し

ていた上溝新興会館

（写真は取壊し時に

撮影） 

現在のまちづくりセンター 

（旧出張所）と併設された 

公民館（平成 3 年開館） 

昭和６０年頃の旧公民館 

（昭和４４年開館） 
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７．公民館活動推進体制 

公民館では、より利用しやすい公民館運営を目指し、利用団体・地域住民の意見を聞きな

がら改善を図っていきます。 

 

〇 公民館の運営組織 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  運営 協 議会 につ い て  

  平 成１ ５ 年度 から そ れま で の運 営審 議 会か ら 運営 協議 会 にな り 、従 来の 審

議機 関 では な く 、各種 団 体・機 関 と の連 携 役と し て 、各種 公 民館 事 業の 企画

実施 、 その 他 の運 営に 関 する 事 項に つい て 協議 し 、推 進す る 機関 で す。  

 公 民 館運 営 協議 会で 協 議・ 推 進す る事 項 は次 の ６つ です  

(1) 公 民 館の 運 営 方針 に 関す る こと 。  

公 民 館 

公 民 館 長 
（非常勤特別職） 

公民館運営協議会 

 

・会長（公民館長）、

委員長、副委員長、

会計、監事 

 

・委員の構成 
公民館長、学校教育の関係

者、地域団体の関係者、公

民館利用団体の代表者、学

識経験者、公募による者、

その他公民館長が必要と認

める者 

専 門 部 

・文 化 部 

・体 育 部 

・青 少 年 部 

・館 報 編 集 部 

利用者団体協議会 

公 民 館 職 員 

 

〇館長代理（常勤） 

〇主 事（任期付短時間勤務職員） 

〇スタッフ（会計年度任用職員） 

 ・公民館スタッフ 

 ・図書整理職員 

健康づくり推進員 
スポーツ推進委員 

青少 年 指導 委員 
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(2) 公 民 館の 年 間 事業 計 画に 関 する こと 。  

(3) 公 民 館事 業 の 企画 実 施に 関 する こと 。  

(4) 公 民 館の 利 用 団体 に 関す る こと 。  

(5) 公 民 館の 施 設 、設 備 等の 利 用に 関す る こと 。  

(6) 公 民 館長 が 必 要と 認 める こ と  

 

 ○  専門 部 につ いて  

  専 門部 で 企画 実施 さ れる 公 民館 事業 は 公民 館 活動 の要 で あり 、そ の 実行 組

織が 専 門部 で す。平成 １ ４年 度 に体 育部 と 青少 年 部が 、平 成１ ５ 年度 に 館報

編集 部 が、平成 ２ １年 度 に文 化 部が 新た に 組織 さ れ 、活動 が 進め ら れて いま

す 。今 後 各部 の 活動 を一 層 充実 さ せる ため 、研 修の 機 会を 充実 し てい き ます 。

部員 が 楽し み なが ら参 加 し達 成 感を 味わ い 、継 続 して 活動 に 参加 し ても ら え

るよ う 考え て いき ます 。  

 

 〇  スポ ー ツ推 進委 員 員、 青 少年 指導 委 員、 健 康づ くり 普 及員 に つい て  

・ ス ポー ツ 推進 委員 （ 公民 館 長が 推薦 し 市が 委 嘱）  

スポ ー ツの 振 興の ため 、ス ポー ツ の 実技 の 指導 そ の他 スポ ー ツに 関 する

指導 、 助言 を 行っ てい ま す。  

・ 青 少年 指 導委 員（ 公 民館 長 が推 薦し 市 が委 嘱 ）  

青少 年 育成 の 推進 役と し て 、青 少 年 育成 へ の地 域 住民 の参 加 促進 、地 域

の教 育 力の 活 用な どコ ー ディ ネ ート 的役 割 を担 っ てい ます 。  

・ 健 康づ く り普 及員  

健康 づ くり 普 及員 養成 講 座の 修 了者 で、地域 住 民の 健 康 づく り を推 進 す

るボ ラ ンテ ィ アで す。  
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 ○  公民 館 利用 団体 、 サー ク ルに つい て  

上溝 公 民館 利 用者 団体 協 議会 は 、利 用団 体・サー ク ル が加 入 し利 用 者が 主

体的 に 運営 す る組 織と し て平 成 １６ 年度 に 設立 さ れま した 。協 議 会設 立 後 は 、

利用 者 同士 や 利用 者と 職 員の コ ミュ ニケ ー ショ ン が促 進さ れ、利 用者 が 主 体

的に 運 営し て いま す。  

また 、そ れぞ れ の利 用サ ー クル が 活動 で培 っ た力 を 公民 館の 各 種事 業 の中

で幅 広 く発 揮 し、 地域 住 民に 還 元さ れる こ とが 期 待さ れま す 。  

 

 ○  館区 内 機関 ・各 種 団体 等 との 連携 に つい て  

地域 住 民の 生 涯学 習の 場 とし て、ま た地 域 活動 の 拠点 とし て、公 民館 が 地

域の 期 待に 応 える ため に 、自 治会 や 子ど も 会な ど の各 種団 体 及び 学 校や こど

もセ ン ター 、児 童 館な ど の関 係 機関 と連 携 協力 を 図り 、公 民館 区 内の 人 的な

資源 の 発掘 、 活用 、育 成 に努 め ます 。  

 

※ 年 間事 業 計画 は、 毎 年運 営 協議 会で 作 成し ま す。  
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8．上溝公民館振興計画策定・改定経過 

・振 興 計画 策 定（ 第１ 次 ）経 過 （平 成 15 年度 ）  

日  程  会 議 名 等  内 容  

15. 8.28 運 営 協 議 会  
運 営 協 議 会 小 委 員 会 と し て 策 定 委 員 会 を 組 織 し 、 検 討 す

る こ と と し た  

15.10 .3 第 １ 回 策 定 委 員 会  
生 涯 学 習 課 ・ 総 合 学 習 セ ン タ ー よ り 、 計 画 策 定 に 向 け て

説 明 を 受 け た  

15.10.30 第 ２ 回 策 定 委 員 会  公 民 館 の 「 現 状 分 析 と 課 題 の 整 理 」 に つ い て 検 討  

15.11.26 第 ３ 回 策 定 委 員 会  公 民 館 の 「 現 状 分 析 と 課 題 の 整 理 」 に つ い て 検 討  

16.1.23 第 ４ 回 策 定 委 員 会  ア ン ケ ー ト の 実 施 に つ い て 検 討  

16.1.2～ 2.25 専 門 部 会 他  
「 上 溝 公 民 館 事 業 の 現 状 と 課 題 調 査 」 を 公 民 館 関 係 者 を

対 象 に 実 施  

16.2.2～ 2.29 公 民 館 ま つ り 参 加 者  公 民 館 ま つ り 会 場 に て ア ン ケ ー ト の 実 施  

16. 3.  5 第 ５ 回 策 定 委 員 会  
「 上 溝 公 民 館 事 業 の 現 状 と 課 題 調 査 」 と 「 ア ン ケ ー ト 」

結 果 に つ い て 検 討  

16. 3.25 運 営 協 議 会  「 ア ン ケ ー ト 」 結 果 な ど に つ い て 報 告  

16. 4.28 第 ６ 回 策 定 委 員 会  「 ア ン ケ ー ト 」 結 果 な ど に つ い て 分 析  

16. 5.26 第 ７ 回 策 定 委 員 会  
公 民 館 の 「 現 状 分 析 と 課 題 の 整 理 」 の ま と め に つ い て 検

討  

16. 5.28 運 営 協 議 会  公 民 館 の 「 現 状 分 析 と 課 題 の 整 理 」 に つ い て 経 過 報 告  

16. 6.25 第 ８ 回 策 定 委 員 会  
公 民 館 の 「 現 状 分 析 と 課 題 の 整 理 」 の ま と め に つ い て 検

討  

16.7.8・ 22 打 合 せ 会  公 民 館 の 「 現 状 分 析 と 課 題 の 整 理 」 に つ い て 字 句 整 理  

16. 7.29 第 ９ 回 策 定 委 員 会  公 民 館 の 「 現 状 分 析 と 課 題 の 整 理 」 に つ い て ま と め  

16. 8.13 打 合 せ 会  「 振 興 計 画 」 に つ い て た た き 台 検 討  

16. 8.24 第 １ ０ 回 策 定 委 員 会  「 振 興 計 画 」 に つ い て 検 討  

16. 9 .15 打 合 せ 会  公 民 館 の 「 活 動 推 進 体 制 」 に つ い て た た き 台 検 討  

16.9.9～ 22 専 門 部  専 門 部 に 「 活 動 計 画 」 に 関 す る 意 見 を 求 め る  

16. 9.28 第 １ １ 回 策 定 委 員 会  部 門 毎 の 「 活 動 計 画 」 に つ い て 検 討  

16.10.29 第 １ ２ 回 策 定 委 員 会  「 活 動 推 進 体 制 」 及 び 「 サ ブ タ イ ト ル 」 に つ い て 検 討  

16.12. 2 運 営 協 議 会  「 上 溝 公 民 館 振 興 計 画 素 案 」 を 報 告  

17. 2.  1 公 民 館 報  「 上 溝 公 民 館 振 興 計 画 素 案 」 に 対 す る 意 見 を 求 め た  

17. 3.16 第 １ ３ 回 策 定 委 員 会  「 上 溝 公 民 館 振 興 計 画 素 案 」 に 対 す る 意 見 の 集 約 と 検 討  

17. 3.24 運 営 協 議 会  「 上 溝 公 民 館 振 興 計 画 」 を 承 認  

 

・振 興 計画 評 価・ 見直 し 経過 （ 平 成 19 年 度）  

 

  

回 数  日   程  内   容  

１ 回  １ ９ ．  ８ ． ３ １  評 価 ・ 見 直 し 方 法 に つ い て  

２ 回  １ ９ ．  ９ ． ２ ６  学 習 ・ 文 化 活 動 に つ い て  

３ 回  １ ９ ． １ ０ ． ２ ３  青 少 年 活 動 に つ い て  

４ 回  １ ９ ． １ ２ ． １ １  体 育 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 に つ い て  

５ 回  ２ ０ ．  １ ． ２ ４  広 報 活 動 ・ 公 民 館 活 動 推 進 体 制 に つ い て  
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・振 興 計画 評 価・ 見直 し 経過 （ 平 成 23 年 度）  

回 数  日   程  内   容  

１ 回  ２ ３ ．  ８ ． ３ ０  評 価 ・ 見 直 し 方 法 に つ い て  

２ 回  ２ ３ ． １ ０ ． ２ １  学 習 ・ 文 化 活 動 に つ い て  

３ 回  ２ ３ ． １ １ ． １ ５  青 少 年 活 動 に つ い て  

４ 回  ２ ３ ． １ ２ ．  ６  体 育 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 ・ 広 報 活 動 に つ い て  

５ 回  ２ ４ ．  １ ． ２ ７  見 直 し 内 容 確 認  

 

・振 興 計画 評 価・ 見直 し 経過 （ 平 成 26 年 度）  

 

・振 興 計画 評 価・ 見直 し 経過 （ 平 成 29 年 度）  

 

・振 興 計画 評 価・ 見直 し 経過 （ 令 和 2 年 度 ）  

 

・重点項目及び活動計画の見直し【第３次計画】（令和６年度） 

 

  

回 数  日   程  内   容  

１ 回  ２ ６ ． １ ０ ． ３  見 直 し 方 法 等 に つ い て  

２ 回  ２ ６ ． １ １ ． ５  学 習 ・ 文 化 活 動 、 青 少 年 活 動 、 体 育 ・ レ ク 活 動 に つ い て  

３ 回  ２ ６ ． １ ２ ． ２  推 進 体 制 、 青 少 年 活 動 に つ い て  

４ 回  ２ ７ ． １ ． ２ １  見 直 し 内 容 確 認  

回 数  日   程  内   容  

１ 回  ２ ９ ． １ ０ ． １ ７  見 直 し 方 法 等 に つ い て  

２ 回  ２ ９ ． １ １ ． １ ７  活 動 計 画 の 見 直 し に つ い て  

回 数  日   程  内   容  

１ 回  ２ ． １ ０ ． ２ ８  見 直 し 方 法 等 に つ い て  

２ 回  ２ ． １ １ ． ２ ５  活 動 計 画 の 見 直 し に つ い て  

回 数  日   程  内   容  

１ 回  
６．１１.１６～ 

      １２．３ 
見 直 し 方 法 等 に つ い て （ 書 面 会 議 ）  

２ 回  ７ ． １ ． ２ ４  重 点 項 目 及 び 活 動 計 画 の 見 直 し に つ い て  
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９．上溝公民館振興計画改定委員会委員名簿 

№ 氏  名 運営協議会 備  考 

１ 倉橋 強治 副委員長 自治会連合会副会長 

２ 遠山 裕紀子 委員 公民館利用者団体協議会会長 

３ 市毛 達雄 監事 スポーツ推進委員連絡協議会代表 

４ 鈴木 洋子 委員 青少年指導員連絡協議会会計 

５ 清水 洋子 委員 学識経験者 

６ 赤堀 正光 委員 学識経験者 

７ 根岸 利昌 会長 公民館長 
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